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平成２１年度補正予算案における 

国立大学法人等施設整備関連予算について 

 

 総 額 ６６４億円  

 

（１）耐震化対策事業             １１９億円 

大規模な地震による倒壊等の危険性が高い建物（Ｉｓ値０．３未満）のうち、

現時点で改修可能なものを全て耐震化（７万㎡）するとともに、老朽化したラ

イフラインの再生や省エネ化の推進など、エコ改修も併せて実施。 

 

（２）太陽光発電設備の導入           ２７億円 

大学図書館等の建物の屋上に４０ｋｗ程度の太陽光発電設備を計７１ヶ所、

約２，６００ｋｗ設置。 

 

（３）先端研究施設の整備             ３１５億円 

   研究開発力を強化し、世界をリードする創造的な人材を育成するため、世界

トップレベル研究拠点等の先端的な研究等を行う世界最高水準の研究施設を整

備（計１８ヶ所）。 

 

（４）老朽研究施設のエコ改修等          ２０３億円 

経年３０年以上の研究施設の老朽化対策を実施するとともに、建物の断熱化、

省エネ空調機等のエコ改修等も併せて実施。 



- 1 -

文部科学省

平成２１年度補正予算（案）の概要

４，８８１億円低炭素革命

「ｽｸｰﾙ・ﾆｭｰﾃﾞｨｰﾙ」構想(学校施設における耐震化・ｴｺ化・ICT化等)○

（１）学校耐震化の早期推進、太陽光パネルをはじめとしたエコ改修の拡大

２，７９４億円

・公 立 学 校 施 設 ２，６４１億円

・公立小中学校耐震化(Is値0.3未満の予算措置を完結するとともに

Is値0.3～0.5を中心に、Is値0.5以上も含め 約8,300棟)

・公立小中学校の太陽光パネル(早期に現在の10倍となる1万2千校

設置を目指す)等エコ改修

(省エネ改修(二重サッシ・断熱材等) 校庭の芝生化 ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ等)、 、

・特別支援学校教室不足解消(2,800教室の不足解消)

※公立高等学校耐震化・太陽光パネルについて「地域活性化・

経済危機対策臨時交付金(仮称)」で措置

・私 立 学 校 施 設 １５３億円

・Is値0.3未満の建物を中心に、私立学校の耐震化を推進

・私立学校における太陽光パネル設置などのエコキャンパス事業を

推進

（２）学校ＩＣＴ環境整備 ２，０８７億円

①地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ( )の整備 ６６７億円電子黒板を含む

・公 立 学 校 等 ６４７億円

・私 立 学 校 ２０億円

・デジタルテレビの整備等を推進

②学校のｺﾝﾋﾟｭｰﾀ、校内ＬＡＮの整備（公立学校） １，４２０億円

・教育用・校務用コンピュータの整備（195.6万台）

・校内ＬＡＮの整備（17.2万室）

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞ：現在活用されているﾃﾚﾋﾞをﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾚﾋﾞに整備（43.5万台）

(幼・小・中・高・特別支援学校、公民館)

電子黒板：各学校 1台(小・中) など
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７，０９７億円底力発揮・２１世紀型インフラ整備

２８８億円（１）新学習指導要領の実施等のための教育環境の整備

・理科教育設備の整備 ２００億円(小・中・高・特別支援学校等)

・ 安心こども基金」を通じた子育て支援（遊具の整備等） ６８億円「

・小学校外国語活動導入にかかる教員研修支援 １０億円

・自然体験活動の推進 (150校) ３億円

など

※外国人児童・生徒支援員、特別支援教育支援員、理数教育支援人材

等については「緊急雇用創出事業(基金)」を活用

大学等における教育研究施設･設備の高度化･老朽化対策の推進（２）

１，８８０億円

・先端的教育研究施設・設備の整備 ６６４億円

・基盤的教育研究施設・設備の整備 ９１６億円

・教育研究高度化のための支援体制整備 （50大学） ３００億円

（研究支援者の活用、設備等の整備）

（３）留学生の受入れ促進、若手研究者等の海外への留学支援

４７３億円

・留学生宿舎の整備 ５３億円

［ ］財投 １０３億円

・ １２０億円大学生・高校生等の海外留学、外国人留学生の受入支援の拡充

・若手研究者・大学院生等の海外派遣支援

（5年間1.5万人～3万人）＜独法に基金を設置＞ ３００億円

(研究者最優先の研究システム)（４）世界最先端研究支援強化プログラム

２，７００億円

・研究に集中できるサポート体制、多年度に自由に

運営できる研究資金など、従来にない全く新しい

「研究者最優先」の制度の創設 ＜独法に基金を設置＞

１７億円（５）成長力強化のための高度人材の活用

・高度な専門的能力・知識をもつポスドクの産業界で

の積極的活用、企業研究者の活用による産学融合の実現
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１５８億円（６）環境制約・資源制約の突破のための研究開発の推進

・環境技術開発拠点（物質・材料研究機構)の施設整備、 ８０億円

最先端の環境科学技術に関する情報発信機能の強化

・海底資源探査技術開発 ４０億円

・ＩＴＥＲ計画の加速 ２５億円
など

６９５億円（７）地域の産業構造の変革

・各都道府県に地域産学官共同研究拠点を整備（47都道府県）

（８）先端分野の国際競争力強化と世界最高水準の研究環境整備
２７６億円

・世界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙ研究拠点（WPI拠点）の施設・設備の整備 １００億円

・素粒子・原子核物理学の振興 ６０億円

・衛星開発・利用の推進等 １００億円（準天頂衛星等の開発・利用の促進）

・地震・火山観測基盤の構築 ６億円

など

（９）文化芸術の振興－映画・アニメ等の「日本ブランド」の確立
３１５億円

①映画･ 等の｢日本 ｣としての文化芸術の振興 ２３７億円アニメ ランドﾌﾞ

・国立メディア芸術総合センター(仮称)の設立 １１７億円

・映画フィルム等のナショナル・アーカイブ化 ５８億円

・地域文化芸術振興プラン（47都道府県） ４７億円

・伝統文化親子教室（囲碁、将棋、華道、茶道など 、 １５億円）

国宝・重要文化財(建造物)の防火・防犯設備の緊急整備

②文化振興のための基盤整備 ７８億円

・東京国立博物館東洋館改修

・国立劇場、新国立劇場設備整備 など

（１０）ｽﾎﾟｰﾂ施設の整備などｽﾎﾟｰﾂ振興のための基盤の確立等
２００億円

・ﾅｼｮﾅﾙｽﾎﾟｰﾂ施設 地域ｽﾎﾟｰﾂ施設等(体育館 陸上競技場等) ７７億円、 、

の整備

・競技強化支援事業の充実 ６億円

・中学校等武道場の整備 ５６億円(中学校200ヵ所、青少年施設19施設)

・青少年教育施設の整備 ６１億円

高エネルギー加速器研究機構の研究設備、大強度陽子加

速器施設（J-PARC）の整備

ｽﾎﾟｰﾂ団体の選手強化、ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞ運営に対する支援など



- 4 -

１，１５９億円健康長寿・子育て

６４６億円（１）教育費負担への支援や就職支援の充実

・高校生の授業料減免等に対する緊急支援 ４８６億円

※準要保護、就園奨励費については「地域活性化・経済危機
対策臨時交付金(仮称)」で措置

・私立学校に対する無利子融資の創設 １１０億円(私学事業団に対する出資)

・保護者の失職等により家計が急変した学生に対する １５億円

緊急採用奨学金の貸与人員の倍増(約8,000人)

・返還猶予の増加に対応した政府貸付金の増 １０億円

※返還困難者に対して、10万人まで猶予可能となるよう対応

・大学の相談体制の充実など就職支援の強化 １３億円

など

３７０億円（２）地域医療の期待に応える大学病院の機能強化

・NICU等周産期医療環境整備 ３９億円（国公私立24大学）

・放射線治療、救急医療機器の整備等 ３００億円

・国公私立大学を通じたメディカルクラーク、看護 ３０億円

助手等医療補助員等の雇用促進（約1,100人）

［ ］財投 ２００億円

・私立大学附属病院の施設整備への支援( ) １億円利子助成制度の創設

（３）健康長寿社会の実現に資する研究開発の推進 １４３億円

・ｉＰＳ細胞等を用いた再生医療の実現 １００億円

・脳研究加速のための実験設備整備 ２０億円

・橋渡し研究拠点の支援機能強化、重粒子線がん治療 ２２億円

装置の新型照射システム整備 など

雇用対策

３７億円○外国人労働者への支援
定住外国人の子どもの就学確保

・定住外国人の子どもへの日本語指導、適応・就学指導等（51地域）

文部科学省関係 計 １兆３，１７４億円

ｉＰＳ細胞研究中核拠点（京都大学等）の設備整備等

私立大学による授業料減免事業等に対する支援等

高校の授業料減免及び奨学金の今後の増加分について

国が都道府県に対し緊急支援（都道府県に基金を設置）
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